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財団法人大日本国民服協会の機関誌として創刊、戦時下の生活全般の多岐にわたる話題を提供し続けた雑誌。大日本国民服は第二次世界大

戦末期に日本国民の男性のほとんどが着用した衣服で、簡便に軍服へ転用できる衣料の民間貯蔵を目的として1940年春に制定され、昭和15

年11月1日勅令725号「国民服令」により着用が法制化した。その後、女性には婦人標準服が推奨された。しかし、それらの衣服は国民の生

活に直ちに浸透したわけではなく、初期段階には普及のために様々な方策が取られた。その一環として創刊された本誌は、いわば衣服の話

題を中心としたプロパガンダ雑誌といえる。 （※『衣服研究』は『国民服』の改題後継誌。いずれも文化学園大学図書館所蔵本を底本としました。）

関
連
企
画

ビジュアル

日本の服装の歴史
全3巻 ［監修］増田美子 ●各本体2,800円

独自な発展をとげてきた日本の服装のあゆみを豊富な写真をまじえ
オールカラーで紹介。それぞれの時代の状況をわかりやすく解説。

●１● 原始時代～平安時代 ［著］増田美子

●２●鎌倉時代～江戸時代 ［著］大久保尚子

●３● 明治時代～現 代 ［著］難波知子

シリーズ

百貨店宣伝資料
第Ⅰ期：白木屋 全27巻（予定） ［監修］瀬崎圭二

明治・大正期において、流行の商品を消費者に宣伝し販売するた
めに、各百貨店から発行された宣伝資料（PR誌）を集成。流行を
創り出し、新しい文化や生活をもたらした百貨店の基礎資料。

●第一回配本『家庭の志る遍』全4巻
1904（明治37）年7月～1905（明治38）年12月 ●揃本体77,000円

社史で見る日本経済史●95 ●本体24,000円

花ごろも（三井呉服店編輯・刊 1899年）

社史で見る日本経済史●96 ●本体15,000円

春 模 様（三井呉服店編輯・刊 1900年）

『花ごろも』と『春模様』は、三越の前身、三井呉服店の発行した、

富裕層向けのPR誌。巻頭の晴れ着が女性の購買意欲をそそり、

当時の通販カタログの役目を十分に果たしているとともに、副題

の「三井呉服店案内」の通り、百貨店の前身の呉服店時代の三越

の様相を十分に伝える社史としての役割も果たしている。掲載さ

れたエッセイ・小説からも当時の企業文化を伝える資料といえる。

ゆまに書房

全8巻

全国学校図書館協議会 第21回 学校図書館出版賞 受賞

★監修・解説★井上雅人 武庫川女子大学准教授
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監
修
の
こ
と
ば

井
上
雅
人

雑
誌
『
国
民
服
』
は
、
そ
の
名
の
通
り
、「
大
日
本
国
民
服
」
い
わ
ゆ
る
国

民
服
を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
雑
誌
で
あ
る
。
国
民
服
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
末

期
に
は
、
軍
服
を
着
て
い
な
い
成
人
男
性
の
ほ
と
ん
ど
が
着
用
し
た
衣
服
で
、

昭
和
十
五
年
十
一
月
一
日
勅
令
七
二
五
号
「
国
民
服
令
」
に
よ
り
法
制
化
さ
れ

た
。戦

争
の
記
憶
と
強
く
結
び
つ
い
た
国
民
服
は
、
一
律
的
な
着
用
が
強
制
さ
れ

た
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
実
は
普
及
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
普
及
の

た
め
、
財
団
法
人
大
日
本
国
民
服
協
会
の
機
関
誌
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
の
が
、

こ
の
雑
誌
で
あ
る
。

こ
の
雑
誌
は
、
昭
和
十
六
年
十
月
の
第
一
号
か
ら
は
じ
ま
り
、『
衣
服
研
究
』

と
タ
イ
ト
ル
を
変
え
昭
和
十
九
年
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
の
一
番
の
イ

ベ
ン
ト
は
、「
婦
人
標
準
服
」
の
公
募
と
審
査
だ
ろ
う
。
当
時
の
「
総
動
員
体

制
」
と
い
う
名
が
示
す
通
り
、
幅
広
い
領
域
の
人
々
が
動
員
さ
れ
、
衣
服
に
関

わ
る
文
化
政
策
に
協
力
し
て
い
く
様
が
よ
く
わ
か
る
。

ま
た
、
創
刊
時
の
副
題
に
「
生
活
文
化
綜
合
雑
誌
」
と
あ
る
よ
う
に
、
戦
時

下
の
生
活
や
文
化
全
般
の
話
題
も
多
く
提
供
し
て
い
る
。
小
説
家
か
ら
建
築
家

ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
と
文
化
に
関
わ
る
人
々
を
巻
き
込
ん
で
お
り
、
彼
ら
が
、

戦
中
に
何
を
書
い
た
か
確
認
で
き
る
貴
重
な
資
料
に
も
な
っ
て
い
る
。
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誌
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は
、
戦
前
の
生
活
・
家
政
学
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
、
い
か

に
変
質
し
、
あ
る
い
は
引
き
続
き
、
戦
後
の
生
活
や
文
化
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

っ
た
か
を
証
言
し
て
く
れ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

（
武
庫
川
女
子
大
学
准
教
授
）

▼
上
右：

『
国
民
服
』（
一
巻
一
号
よ
り
）

▼
上
左：

『
国
民
服
』（
二
巻
八
号
よ
り
）

▼
下：

『
衣
服
研
究
』（
三
巻
四
号
よ
り
）

★
主
な
収
録
記
事
★

●
『
国
民
服
』
十
月
号
一
巻
一
号

昭
和
16
年
10
月

文
化
人
の
奮
起
（
火
野
葦
平
）
／
南
方
の
生
活
設
計

（
小
山
栄
三
）
／
臨
戦
態
勢
下
の
生
活
を
語
る
〈
座
談

会
〉（
窪
川
稲
子
・
阿
部
静
枝
・
三
岸
節
子
・
成
田
順
・

岩
本
許
子
・
高
良
富
子
）
／
衣
服
の
臨
戦
態
勢
（
氏
家

寿
子
）
／
国
民
服
の
頁
国
民
服
と
日
本
精
神
（
石
原
通
）

ほ
か

●
『
国
民
服
』
十
一
月
号
一
巻
二
号

昭
和
16
年
11
月

ド
イ
ツ
の
被
服
資
材
（
増
田
抱
村
）
／
農
村
服
装
を
語

る
（
今
和
次
郎
）
／
制
服
論
（
田
中
俊
雄
）
／
特
集
・

臨
戦
生
活
と
絹
科
学
／
随
筆
・
郷
里
に
て
（
中
山
省
三

郎
）
／
国
民
服
の
頁

国
民
服
の
着
方
と
心
構
へ
（
斎

藤
佳
三
）
ほ
か

●
『
国
民
服
』
十
二
月
号
一
巻
三
号

昭
和
16
年
12
月

戦
線
と
銃
後
（
荻
州
立
兵
）
／
満
州
国
の
文
化
施
設

（
春
山
行
夫
）
／
公
募
婦
人
標
準
服
の
発
表
／
女
は
常

に
美
し
く
あ
れ
（
伊
東
深
水
）
ほ
か

●
『
国
民
服
』
一
月
号
二
巻
一
号

昭
和
17
年
１
月

生
活
の
歓
び
　
を
語
る
座
談
会
（
武
者
小
路
実
篤
・

森
崎
善
一
・
川
島
伝
吉
・
中
山
省
三
郎
・
野
井
十
・
石
原

通
）
／
イ
タ
リ
ヤ
の
生
活
文
化
（
深
尾
須
磨
子
）
／
新

し
い
生
活
と
工
芸
品
（
大
島
隆
一
）
／
連
載
小
説
　
新

し
き
隊
列
（
火
野
葦
平
）
／
国
民
服
の
進
路
（
八
木
静
一

郎
）
ほ
か

●
『
国
民
服
』
二
月
号
二
巻
二
号

昭
和
17
年
２
月

蘭
印
の
生
活
を
語
る
〈
座
談
会
〉（
竹
井
十
郎
・
久
保

田
博
・
三
雲
祥
之
助
・
石
原
通
）
／
特
集

婦
人
標
準
服

解
説
〔
大
東
亜
と
婦
人
国
民
服
（
高
良
富
子
）
／
婦
人

標
準
服
の
包
容
性
（
斎
藤
佳
三
）
／
新
婦
人
服
に
望
む

（
式
場
隆
三
郎
）〕
／
国
民
服
着
せ
か
へ
〈
文
壇
の
巻
〉

（
近
藤
日
出
造
）
ほ
か

●
『
国
民
服
』
三
月
号
二
巻
三
号

昭
和
17
年
３
月

特
集
・
衣
料
切
符
制
早
わ
か
り
〔
衣
料
切
符
制
解

説
〕
／
新
生
活
と
服
装
を
語
る
〈
座
談
会
〉（
三
木

清
・
柴
田
賢
次
郎
・
火
野
葦
平
・
中
山
省
三
郎
・
上
田

広
・
石
原
通
）
／
東
亜
共
栄
園
の
文
化
工
作
に
つ
い
て

（
三
雲
祥
之
助
）
／
標
準
服
解
説
〔
洋
裁
か
ら
見
た
婦

人
標
準
服
（
成
田
順
）
／
和
裁
か
ら
見
た
婦
人
標
準
服

（
大
妻
コ
タ
カ
）〕
ほ
か

●
『
国
民
服
』
四
月
号
二
巻
四
号

昭
和
17
年
４
月

ド
イ
ツ
の
衣
料
切
符
制
（
松
田
正
之
）
／
南
の
風
（
赤

松
俊
子
）
／
国
民
服
の
生
産
か
ら
消
費
ま
で
（
真
山
吾

一
）
／
中
衣
物
語
（
波
野
不
二
彦
）
ほ
か

●
『
国
民
服
』
五
月
号
二
巻
五
号

昭
和
17
年
５
月

ド
イ
ツ
の
制
服
（
佐
々
龍
雄
）
／
戦
争
と
俳
句
（
石
塚

友
二
）
／
中
亜
細
亜
人
の
服
（
西
喜
代
子
）
／
婦
人
標

準
髮
型
（
立
石
隆
英
）
ほ
か

●
『
国
民
服
』
六
月
号
二
巻
六
号

昭
和
17
年
６
月

特
集
・
住
生
活
の
再
建
〔
国
民
住
宅
（
市
浦
健
）
／
生

活
用
具
の
文
化
性
（
高
村
豊
周
）
／
環
境
・
定
住
・
祖

国
（
勝
見
勝
）〕
／
征
戦
五
閲
月
（
三
好
達
治
）
ほ
か

●
『
国
民
服
』
七
月
号
二
巻
七
号

昭
和
17
年
７
月

「
美
」
と
「
機
能
」（
野
上
弥
生
子
）
／
南
方
衣
服
を
ど

う
す
る
か
第
一
回
研
究
会
（
岸
武
八
・
森
口
中
佐
・
三

雲
祥
之
助
・
田
中
千
代
・
田
中
俊
雄
・
桝
源
次
郎
・
幕
田

一
郎
・
石
原
通
）
／
比
島
服
装
漫
語
（
中
尾
健
弌
）
／

防
空
と
服
装
（
黒
田
米
子
）
／
郷
土
研
究

秋
田
地
方

の
女
子
労
働
着
（
奈
良
環
之
助
）
ほ
か

●
『
国
民
服
』
八
月
号
二
巻
八
号

昭
和
17
年
８
月

カ
ム
チ
ャ
ト
カ
の
こ
と
（
稲
田
定
雄
）
／
南
方
へ
は
日

本
服
で
（
川
喜
多
か
し
こ
）
／
新
ニ
ツ
ポ
ン
の
着
物

（
兼
常
清
佐
）
／
国
民
服
の
着
用
考
現
学
（
吉
田
謙
吉
）

ほ
か

●
『
国
民
服
』
九
月
号
二
巻
九
号

昭
和
17
年
９
月

学
生
と
服
装
（
城
戸
幡
太
郎
）
／
田
中
薫
氏
に
訊
く
南

方
衣
服
〈
座
談
会
〉（
田
中
薫
・
田
中
俊
雄
・
清
水
登

美
・
石
原
通
）
／
朝
鮮
服
の
美
し
さ
（
秋
田
雨
雀
）
／

国
民
服
着
用
の
実
際
を
観
て
（
浙
泉
生
）
ほ
か

●
『
衣
服
研
究
』
十
月
号
二
巻
十
号

昭
和
17
年
10
月

国
民
服
文
化
の
提
唱
（
石
川
半
三
郎
）
／
新
生
活
運
動

展
望
タ
イ
国
の
新
生
活
運
動
（
奥
村
鐵
男
）
／

働
く

女
性
の
服
装

座
談
会
（
氏
家
寿
子
垣
内
芳
子
・
近
藤

八
重
子
・
桑
沢
洋
子
・
原
田
清
子
・
潮
田
あ
き
子
）
／
風

俗
時
評
（
新
居
格
）
／
婦
人
服
装
の
問
題
（
古
谷
綱
武
）

ほ
か

●
『
衣
服
研
究
』
十
一
月
号
二
巻
十
一
号

昭
和
17
年
11
月

特
集
グ
ラ
フ
男
鹿
の
女
風
俗
／
大
陸
と
衣
服
満
州
旅

行
か
ら
（
網
野
菊
）
／
都
下

学
生
の
服
装
調
査
報
告

（
吉
田
謙
吉
）
／
創
作
龍
川
先
生
（
木
山
捷
平
）
ほ
か

●
『
衣
服
研
究
』
十
二
月
号
二
巻
十
二
号

昭
和
17
年
12
月

特
集
グ
ラ
フ

緬
羊
（
自
給
自
足
を
目
指
す
香
川
県
の
飼

羊
）
／
冬
の
衣
生
活
郷
土
の
冬
衣
（
森
口
多
里
）
／
衣

裳
と
着
附
衣
裳
の
話
・
着
附
の
話
（
尾
上
菊
五
郎
）
／

衣
服
の
考
へ
方
（
小
川
安
朗
）
／
国
民
服
の
頁

「
各

人
各
説
」
に
応
へ
る
（
大
日
本
国
民
服
協
会
）
ほ
か

●
『
衣
服
研
究
』
一
月
号
三
巻
一
号

昭
和
18
年
１
月

特
集
グ
ラ
フ
独
・
ソ
防
寒
衣
服
の
戦
ひ
／
戦
時
下
礼

装
の
研
究
〔
明
治
よ
り
現
代
に
至
る
礼
装
の
変
遷

（
江
馬
務
）
／
女
子
の
礼
装
を
ど
う
す
る
か
？
　
あ
る

が
ま
ま
の
姿
に
新
し
い
型
を
（
杉
野
芳
子
）〕
／

断
袖

細
袴

（
川
合
玉
堂
）
／
比
島
画
信
（
猪
熊
弦
一
郎
）
／

着
物
の
美
し
さ
（
三
岸
節
子
）
ほ
か

●
『
衣
服
研
究
』
二
月
号
三
巻
二
号

昭
和
18
年
２
月

特
集
グ
ラ
フ
ほ
ぐ
し
銘
仙
の
工
程
／
特
集
・
国
民
学

校
教
職
員
の
服
装
問
題
〔
男
子
教
員
の
云
ひ
分
無
言

の
影
響
（
今
井
誉
次
郎
）
／
各
人
各
説
　
お
様
子
拝
見

（
ハ
ガ
キ
回
答
）〕
／
冬
の
俸
給
生
活
者
服
装
調
査
（
庄

司
光
）
ほ
か

●
『
衣
服
研
究
』
三
月
号
三
巻
三
号

昭
和
18
年
３
月

戦
時
下
の
審
美
学
（
村
岡
花
子
）
／
帰
還
作
家
に
訊
く

南
方
衣
服
（
火
野
葦
平
）
／
洒
落
て
わ
か
る
簡
素
の
美

（
草
野
天
平
）
／
衣
服
の

用

の
効
用
（
山
口
誓

子
）
／
衆
と
と
も
に
協
力
（
成
田
順
）
／
衣
料
切
符
第

一
回
消
費
調
査
（
東
京
市
役
所
）
ほ
か

●
『
衣
服
研
究
』
春
季
版
三
巻
四
号

昭
和
18
年
４
月

特
集
グ
ラ
フ

勝
ち
抜
く
た
め
の
銃
後
男
子
衣
生
活

展
／
新
生
活
実
践
の
決
断
（
吉
岡
弥
生
）
／
防
空
服
装

日
街
頭
調
査
報
告
（
森
岩
謙
一
）
／
防
空
服
の
日
常
化

へ
（
杉
野
芳
子
）
ほ
か

●
『
衣
服
研
究
』
夏
季
版
二
十
号

昭
和
18
年
７
月

南
方
の
衣
服
（
田
中
千
代
）
／
決
戦
衣
生
活
の
確
立
／

決
戦
下
簡
素
化
さ
れ
た
国
民
衣
料
所
持
標
準
案
／
和

服
更
生
暑
熱
用
国
民
服
乙
号
の
作
り
方
（
大
日
本
国
民

服
協
会
技
術
部
）
ほ
か

●
『
衣
服
研
究
』
秋
季
版
二
十
一
号

昭
和
18
年
10
月

醜
い
晴
着
と
式
服
（
清
水
幾
太
郎
）
／
伝
統
の
良
さ
と

深
さ
（
鳴
海
碧
子
）
／
新
編
国
民
服
読
本
ほ
か

●
『
衣
服
研
究
』
春
季
版
二
十
二
号

昭
和
19
年
４
月

大
東
亜
被
服
政
策
の
動
向
（
増
田
抱
村
）
／
航
空
被
服

へ
の
課
題
（
小
田
三
都
雄
）
／
倭
文
と
神
衣
（
高
橋
新

吉
）
／
紙
の
き
も
の
（
北
園
克
衛
）
ほ
か

●
『
衣
服
研
究
』
夏
季
版
二
十
三
号

昭
和
19
年
９
月

決
戦
下
国
民
衣
生
活
の
問
題
（
石
原
通
）
／
衣
料
疎
開

に
就
い
て
（
佐
々
木
元
茂
）
／
時
局
と
婦
人
標
準
服

（
岩
本
許
子
）
ほ
か

●
『
衣
服
研
究
』
秋
季
号
二
十
四
号

昭
和
19
年
11
月

決
戦
衣
生
活
の
徹
底
（
倉
田
英
）
／
空
襲
と
生
活
（
玉

井
政
雄
）
／
農
民
の
衣
服
現
況
よ
り
観
た
る
食
料
増
産

対
策
に
就
て
（
石
原
通
）
／
疎
開
地
の
衣
生
活
（
長
谷

健
）
／
ビ
ル
マ
の
着
物
ば
な
し
（
火
野
葦
平
）
ほ
か

◆
本
文
見
本
◆

約
65
％
に
縮
小
し
て
あ
り
ま
す
。

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝


